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12.圧縮機′送風機およびポンプ

CO仙PRESSORS,BLOWERS AND PUMPS
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12.1圧 縮 機

バランス形圧縮機はすでに総動力数128,7001くWをこえ,昭利34

年度は沢ⅢおよびⅢ殊ガス川ともいっそうのプl竜躍をした(-_.紬こ大容

最/ミラソス形J-1灘機が数多く完成したが,オ√油およびガス化′､アニに某

の発展に伴う庸上托桁機の宗戊と郡市ガス~-刷¶~仁送機の発展力社用

さるべきものである｡アン㌧モニ7合戌にほテキサコ法などによる加

旺ガス化法が多く採川されるようになったので,高圧圧縮機の吸入

圧力が10､30kg/cm2と.一‡rl;くなったのが粕長で,10,000m3/h以_l二

の大容芯二圧紆機も小形にまとまっている〔=′･~都市ガス高批圧

でに

機ほす

動力数26,550kWが稼動小であるが,さらに9,660kWが納

人された｡柑こ2,350kW,34,000m3/hというrfd録的天暦_憲二扱が

完成されたことは喜びにたえない･.また石油化′､芦の発掛こともなう

種々の炭化水 ガス圧縮機については過去の実績と新技術の開拓に

よりさらにいっそうの努力をL,化′'㌣工業の進励こ1一滴ミしたい｡

オイルレスコンプレッサとして大形ドライラビリンス式酸素ガス

上1~ミ紺磯が完成した｡･P用旨がきわめてよいので,芥沌用途に広く採川

されることが期得される.｡カーボンリング式オイルレスコンプレッ

サは故近需磯舟大幅にのび,また大形が多くなってきたのほi･■†三日に

値する｡

小形高速化された汎∩汀一三桁機ほ相変らず各托J~i~J途に好評を博して

いるが,さらにL∴l動運転用機灘の完備により無人運怯がリミ現するの

も遠い将来でほない｡また使いやすい小形空気圧断機として好評の

ベビコンほさらに川途が広がり,苓万両で愛川されている｡

12･1･l石油およびガス化学用圧縮機

硫安工業合理化計画ほ新しい頂料と新しいガス化 にエリさらに

発展をとげている｡頂料は電解水素,√叔,コークスなどより天然ガ

ス,重油,オイルガスイ刷傾げスや製鋼炉廃ガスなどへと変換され

つつある｡ガス化法は:f熱されたこれら流体原料を10～30kg/cm2

の加虻下で酸素または空気でi■肛分燃焼により分倒する~方法に変っ

た(つ34隼度にはこの植装~掛二使用する匠紆機が多く完成した｡

天然ガスなどを分解炉に圧送するものとして昭和電工株式会神髄

め4段490kW,2,200m3/h,45kg/cm2×2+T,旭硝子株式会社納

め3段4-85kW3,300ⅠⅥ3/h,17kg/c11ュ2×37と†,精製されたN21-3H2

混合ガスを巾圧より合J戊L已力まで圧縮する■爪圧圧縮機としてIl什和･電

工株式会社納め3段1,800kW,12,000m3/h,330kg/cm2〉く1fT,旭

硝~予株式会社納め3段1,760lくW,8,200m3/h,366kg/cIl12×2千手,

循瑛ポンプとLては高速形22nkW,97Il13/1-×355kg/cll12)く2f㌻が

完成した｡

これらの㍍旺ガス圧縮機はいずれもバランス形で小形にまとまっ

ており,振動弥ないのでノ.に瞑も肘】1･にすみ,収扱いもき･J_)めて捏あ

という特長を備えている.:)またこの種圧縮機にもlll動渥転m機灘疲

採用して無人運転へと確黒な渉ネを続けている｡

目椎化学1二業株式会社納め1,150lくW,3,5nOIl13‖1X3nOkg/cm2

6段窒素ガス旺軒機は了規1ミ~Fにおける混合ガス比率を倹誹Lてl-1動

的に糾昌調整を子~fうことができるのが拍艮である｡

石仙化げはアン㌧モニア合成以外にも甘い､ア紬抽ホし,圧縮機沌

掩々の用途に他用されるようになったが,これら柁々の甜ヒ水素ガ

ス川托縮機にほ,砧圧における折損潮拍)進歩を加帰して,ガス液化

腐食,潤滑などガスの牛‡秋作抑二応じて最も適した構追,材暦をえ

らんでいる｡34年度に完成したポリエチレン製造を誓置ノ1Jエチレンガ
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第1図 昭和電工株式会社納490kWバランス形4段

炭化水素ガス圧縮機

須2図+畔和電工株式会社納1,800kWバランス形

3段岳虹ガスほ縮機

ス托折機敬子†およびLPGトランスファユニットについては細心の

注意な裁ってi盲■廷計製作された｡

12.1.2 都市ガス高圧圧送機

大都市では都市ガスの1夫子空でftの増大に作って, 舵 高腔圧

送が盛んに採川されるようになったが,これらに使=される正縮機

ほすべてlト､ソニ製作ノ折カミ製作している｡すなわち,

射京九期株式会社納1,860kW,2乳0001113/11,9.5kg./cm2×8台,

1,240kW,20,000mこ3/h,1.5/8kg/cm2×2台,

大阪血糊株式会=社納1,500kW,15.0001113/h,8】噌/cll12×3子羊､

東邦九期株式会社納1,2401{W,15.Onnll13/h,5kg/clⅥ2×3子†,

広鳥試用冊乱心余神納485lくW,7,2nOll13/h,6.5l(g/cm2×2吾

が現作稼動し′ている_〉

34佃要も州か､て納入されたものに揖京瓦斯株式会祉納1,860

kW.×2T'㌻,~州阻止期桃式余杜納2,35()kW,9.5kg/cm2×2台,

寂肛根胴朱ぺ余社納21イ)lくW,15,〔)()nm3/ll,5lくg/cm2×1台など

がぁる..

このうち穴隙九期働式会社納 2,3501くWほ容量 34,000m3/h,
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都市ガス高配仕送機

吐‖圧力9.5kg/cm2で,低圧側に2,200kW,1.81{g/cln2ターボ

旺縮機を用いた組合せ圧縮装置で,この種疋送機としてはわがl一札故

大のものであこ〕

群星調整は電磁弁,間隙牢横付加弁による遠方手動操作方式で

仝負荷より70%まで5段階に調整することができ,また幾多の㍍験

を捌こして粗製ガス圧送機として十分に稼動率をあげるよう十分考

.慮の上設計製作されている∪
また効率についてほ設計上さらに一段

と考慮を基い努力した紅 数パーセント向上することができた｡

12.1.3 オイルレスコンプレッサ

昭和34年度にほ高性能の大形ドライラビリンス式酸素ガス圧鮒機

が完成した｡ラビリンス機構の研究と圧桁機全体の検討すなわち,

吸入,吐出弁の好配筐によるシリンダ変形の防_1L,ピストンロッドの

案内の位置および構造の改善,クランクケースよりの川し上りl打止機

梢の改良,クランクケース剛性の検討などにより,外国品にまさる

甜-′摘巨機を完成したじ引絞き酸基ガス川としで陳ぺ会社中川闇銅所

納130kW,2,00OIn3/h,10/30kg/cm22段×2子｢,400kW,

2,000m3/h,30kg/cm2,3段×2台,旭化成株式会神納180kW,

1,350m3/h,1.5/18kgノcIn22段×37と｢を,室豪ガス川として同所

納め220kW,1,025m3/h,30kg/cll12,3段×3台を製作ヰlである_.

大容量のガスを無給油で圧縮するにほ,低圧段をターボ旺断機,高

圧段をラビリンス式圧縮機とする組合せ方式が合邦的で,これによ

り大容量の装置も小形低廉にまとめることができた｡

注水ラビリソス式酸 ガス任肺機とLては150kW,800m3/h,

20kg/cm2,2段肛折機3合を日木鋼管株式会社に納入した｡本機

甘チ5lズ11川)l{W ラビ･ノン_ス式酸〕′;ガス什紺J確
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第4図 大阪九斯株式会社納2,350kWバランス形2段

都~｣けガス高圧圧送機

はシリンダに注水を行ってラビリンスピストンのもれを防止してい

るのできわめて性能がよく安定である｡さらに1851くW,7901-13/h,

39.4kg/cm2,3段×3台を現在 作中セある｡

カーボンリング式オイルレスコンプレッサは引続き広い範[和こ愛

用され,最近の製作実績は 特に武田薬品工業株

式会社納75kW,1,000n13/h,4kg/cn12×1台,相川人絹株式会

祉納75kW,750m3/h,5kg/cmZx2台など,容量の大きなもの

が多くなってきたことほ注月に偵する｡

12.1.4 標準形圧縮機のすう努

故近における標準形圧桁機の著しい特長は,

(1)
一∫→り｣-レ よにじ′1 る槻器,電気品の小形軽量化とそれに伴う基礎

家を含めた設備費のてい滅化

(2)椚重保安機器と進歩した工業計器の清川による無人運転化

(3)

である｡′

､】･

の腰細人

化

い設百附こよる総合効率の向上化

7.5へ75kWのヰ,のでほ.､H汐,叩動多気綺式ガVHC形圧縮機

を完成し150lくW以_j二のものでほ水~､l′/ミラソス形址紡機を完成

して,すでに従 機の2～3†
ヽノ■しれH

戊

･
L.∵ されており,その

効果と優秀性は広く奔卯に諦められ,バランス形は大形を含めて

約345台,給電動枚Jll力数128,700kWを,VHC形は約2,410台,

給電跡鰍-u力数60,000kWを生産した｡

(2)無人運転化

圧縮機が高速化されるにともない油圧リレー,流水リレー,無

負荷起動スイッチなどの起動インターロック用および

守用機器がそれぞれの規模に応じて標

保の中転

付属品として取付けら

れ,また各種圧力計,温度計などを1個の監視蜘こ 巾して取り

付け運転管声上!の使が計られて安全菜園如こ大きい寅献をしている

が,最近ほ進歩した各種工

うになったLr

川して無人 転化を計るよ

北海道根砿汽船株式会社空知砿業所納450lくW/ミランス形圧縮

機はその例で

うもので,

動,樟止を遠方躁作でしかもスイッチの動作で行

動唯備, 動および悼止ならびに停止後の処置がす

ベてl｣動的に順けよく行われる｡

安機帯を完備していて

機ほ各組のインタロックと保

動運転且らびに仲止時の安全が完_′圭:に保

証されているほか,-一朝iの監視榔こ各部の渥度,圧力あるいほ統

一Flこの指ホ.了己鎚計を備えていて,1人で数台の圧肺機が遠方から管

州できるようになっている.1今後l■憫灘癌化はますます軟くな′-

ていく檻的にある(1
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第6図 日本石油化学株式会社納圧縮制御盤

第7図 旭硝子株式会社納圧縮機制御盤

(3)大容量集中化

圧縮機を大容量化すれば機械,電動機ともに効率が向上する｡

また従来使用箇所ごとに分散配置された圧縮機を負荷の中心付近

に集中して設置すれば負荷の平均化が容易となり,設備機械の総

袴畳も小さくてすみ,機械も効率のよい全負荷に近い点で使用す

る時間が多くなる｡

したがって中大形機を比較的数多く使川するところでは圧縮機

を大形化して設備総台数を少なくするとともに負荷の中心付近に

中設置して設備の総合効率の向上が計られる傾向にある｡

12.1.5 送風検,圧縮機集中制御装置

化学工業の発展にともない,送風機も圧縮機も大形高圧化してき

た｡その制御も集中化して,運転の合理化を図るのが最近の傾向で

ある｡

葬る図は日本石油化学株式会社納の圧縮機制御盤である｡4台の

圧縮機を集中制御するようコソパクトにまとめたもので,特に往復

動圧縮機が並列運転を行う場合,同期引入時のシリンダ位置によっ

て電流脈動が大きくなることを防止するため,電流脈動が最も少な

いあらかじめ定めた位置で同期引き入れできる投入装置を設けた｡

本装置ほ回転子位置検出装置と放電管を使川した同期装置とを組合

わせたもので,すでに運転している基準機と同期可能な速度に達し

た後続機の回転子関係位置が定められた停滞封こ合致すると後続機は

同期引き入れされるものである｡.昭和34年2月運転に入って以来,

好調な運転を続けている｡

舞7図ほ旭硝子株式会社納の圧縮機制御盤を示す｡本盤ほ圧縮機

の吐山ガス圧九温度を監視する工業計器も一部取付けてあり,化学

工場の機器の操作を に閑適して行うようになっている｡

12.1.d ベビコンと付属品

ベビコソは取扱い簡使な小形空気げ漸慨で34年度も需要が盛ん

で,200W～3･7lくW各機橙を多数製作した｡

用途の拡大に伴い任力のさらに高いものが要求され,最大狂一力
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第42巻 第1号

第8区12.2kW二段圧縮形ベビコソ

14kg/cm2の3.7kWおよび2.2kWベビコンを 作した｡これは

低圧および高圧気筒を有する二段圧縮形で,■-い間冷却揖にフィン付

チューブを使消している｡日動中堅備工場その他高圧を必要とする

川途に適している｡

ベビコソの付属i品としてスプレーガンを多数製作したが,さらに

新製品としてェァトランスホーマを製作した｡これは減圧弁と空気

清浄器を組合わせたもので塗装作

る｡

鉄鋼工

呼応して,
,化学工

などに使用して有効なものであ

12.2 送 風 機

,石油化学工業などすべての産
界の進展に

広い分野に使用されている送風機ほ,たえず技術的改良

が加えられ進歩をつづけている｡昭和34年度は各位送風機の受注,

生産の増大,新機穐の誕生,新しい技術の開拓,さらに将来への飛

躍に備えての各瞳の生産設備の増強など,誠に成果多き年であっ

た｡ ターボ圧縮機については他社の追随を許さぬDH形ターボ

圧縮機を初めとし,大容量のターボ圧縮機についても着実に納入実

績をあげる一方,基礎的な系統だった地道な研究が休みなく続けら

れており,その成果ほ完成された 品に生かさカt,さらにその高比

の技術は一般のターボブロワむこまで導入され,高速一段ターボプロ

ワが新
払.崇､ゝ1･でとヒネナl車･,車十川せ竺二｣-/ヾ品として生まれた｡また特筆すべ き してわが国で

は初めての動力‥j川又タービン付ターボブロワが完成した｡

軸流圧縮機における実機についての研究,巽列風どうを駆使して

の基礎実験,さらにモデルによる重要部分の流体力学的解明,あるい

ほ巽の複雑な振動,強度に関する詳細ち密な解析などの努力は航空

技術研究所納3,750kW軸流圧縮機における輝しい成果となって表

われ,富士製鉄株式会社納7,800kW高炉用軸流圧縮機の受注に結

ぴつき,将来のこの機種の発展に確固たる 盤を築き上げた｡

栢流フアンについても33年度新たに製品化された異形ランナにつ

いての基礎研究がつづけられ,大形機に表われた実績が着々と積み

万一る七
｢一7日

らね 銀鉱用通風機として軸流送風機に匹敵する高効率

のターボフアンが完成した｡同時に,多巽フアン,プレートフアン

などについても従来の実績を上回る高効率のものが次々と 作さ

れ,従来の桶流フアンに対する概念は一新されつつあるといえる｡

12.2.1高速ターボ圧縮機

吐甘圧力が5/､､ノ7kg/cm2Gのターボ圧縮機についてほ,小形高辿

化による効率の向上を目標として,実機の製作と 行して大規模な

性能皿上のための不断の研究がつづけられている｡軸流圧縮機に比

べて機内において著しい流体の方向変換が行われるターボ圧縮機に

おいてほ,流体通路の布部における損失の解明が高速気流であるた

漬梢に 安であり,また設計.l二必要とする基礎的データーの違量的

で系統だった 隠り■;なければ到底高刊能の製品を作F)=けことがで
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第9図 航空技術研究所灘特殊DH形慮l高速

ターボ圧縮機

きないしJこれらの系統｢1くノな研究わ成果ほすでに優秀な成績を納めて

いるDH形ターボ肝鮒機,ならびに人牲量の-▲仙形ターボ圧桁機の

新たな製品の設計につぎつぎと′巨かされており,肛水師作保ぺ会社

納3,000kW,27,000Nm3/h,4.9kg/cm2G(--･1仙5段形),Jui化成_J二

業株式会社納1,200kW,10,100Nm3/h,4.8kg/cm2Gあるいほ小りl

株式会社納1,200kW,10,20ONm二3/h,4.7kg/cm2G(1)H形)

などの甜性能ターボ虻縮機が続々と納入され遊lて･盛なくその1■〔仙を発

揮してこの桂ターボ圧縮機の業界における確聞たる地位を築いてい

る(〕

またDH形ターボ圧縮機の特殊形として,黄9図にしノめす航空

技術研究所納450kWターボ托縮機を完成したし｣木機はう1'音速翼列凪

どうの境界層の吸目し川排風機として1台のコンプレッサで2ホ分

の機能を発揮させているもので,12♪00rpmの低速州側の2段と,

13,720rpm町高速軸側の1段を,インタークーラを介してIl-1二列に通

路した,圧力比4.3のものと,1■～i速･トIll側1段でflリ｣比2.り6のものか

一体として組立られたターボ圧鮒機であるしJ低速側ランナにほ拍殊

鋼,高速伽ランナにほ高カアルミ合金の鍛造■晶を用い,周速ほいず

れも 300cm/sをこえている(｡このほか 一段ターボブロワが

機種として完成し,名古岸大学⊥学部に納入された｡本機は風量

6,700m3/h,圧力比1.6,同転数13,000rpmであり,従来の電動機

直結形の3～4段にかわるべきものである｡従来のターボブロワに

比し 量ほ50%以下,すえ付両線･ま40%以下,効率ほ3～5.%よい

という大きな持長をもったもので他社にその例をみない触†持の優秀

機である｡

化学プラントの中にほ高温,高圧の廃ガスを発′t三するものかあ

る｡このような場含, ガスのエネルギーを有効な動力としてl‖川丈

できれば,プラントの効率は若しく向__とする｡第10図ほ,この目

的で作られたわが国政初の 600kW,動力回収川タービン付ターボ

ブロ

プロ

ワを示したもので,某化学工場で紆動こ 勤している｡本機は

ワとタービンを1本の軸に取付け,同一→のケーシング内に収め

た構造できわめて小形,がんじように組立られている二..ブロワほ入

U圧力14kg/cm2,圧力比1.2で,反応塔内のガスの循環に使用さ

れ,タービンは軸流形2段で14kg/cm2の廃ガスを大気圧まで膨脹

させ,ブロワに要する動ノJの約梼を回収している.ノ 本撞け帥炬功･こよ

り,さらに3台追加~受注lノたれ 今後二の糀のブロワほ広･二化一丁:l二

業そのほかの分野でぺし､iこ活躍するものと期待さかてノ._:

また吐出圧力 2,OOO～3,00()mmAq杵魔のターボブロワとLて.

従来の観念と変った両吸込形ターボブロワを完成し東京瓦瑚株式公

社に納入した｡本ブロワほラソナに異形羽根,補助羽根,入口案l勺
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羽根などをもつ斗■‡殊桝追のもので,風一打ニの全域にわたり安定に便判

できるものであり,凪_享占二の変動の激しいガス発生かなどの送風川ブ

ロワとLて新しい技術を開拓した注けすべき製品である(｣

12.2.2 軸流圧縮機

従来の帖流圧縮機でほ,50%定反動形,あるいほそれに近い翼列

が多く採川されていたが,口立製作所では行種の基礎的な研究に加

え,帖々な形式の.試作機の央験結果を基にして,わが国最初の後門

静矧仁神山流旺桁機を完成,きわめで好成潰を収及た｡後苫静翼形ほ

動翼のそりが小さく拡散係数が小さくなるため,三次元流の影響で

異列損失の大-やを占める動翼発端部の損失を小さくすることがで

き,50タg反動形に比鮫してかえって圧力比が大きくなり,Lかも効

率を良くすることができる｡

第12図G･よ,航空技術研究所納3,75nkW,後置静 膨,軸流圧縮

機の武験納来せ宣したものである､‥｣卜■ローズ†からわかるように,内部断

熱効率のふむモー′吉iほ89%に通し,断熱効率が85%以上の領域は‥設計

点の流出の±8%あり,他流圧縮機としてはかなり広い作動範l胡を

イJ`している｡また,月三桁機の全効率ほ,増速装置およびクラッチの

損失を含めて86%というきわめてよい値を示した｡

また第13図は,三菱造船株式会社長崎造船所に納入した450kW

三段軸流圧縮機で,これもト8様の翼列配置を持ったものである｡

一~方大形柚流フアンについても穐々の改良が加えられており,一

例として弟14匡=･･も 新形の可変ゼッチ機構を採用した鉱山用大形

プロペラフアンの内削をホしたものである∪ この可変ピッチ機構ほ

次のような特長をもっている｡

(1)仲止中,外部のノ､ソトルによりいっせいにピッチを変更す

ることができる.二J

(2)ボス内に全機構か 約されてし

(3)完全密閉跡こして,防じん,

いる｡

/∠′//′′′ 〝

岩畳二竺二ぞ･〝′′

/:/ ′ノ

rいいいり.ぐ
い
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･
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第11図

℃のる 故障の心配がない｡

てれわ弘がhは､Lの､いmH･し

物′ G
〟

〟 -｣

l表置配列巽静匿後
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第12図 3,750kW 軸流圧縮機件能曲線

第13図 450kW 軸流圧 縮 機

したがって,このようなプロペラフアンを使用することにより,

坑道の掘進にともなう風最,風圧の

最も経済的な

化に対し,簡単な操作で常に

転を行うことが~可能になる｡

12.2.3 海流送風惚

ボイラプラントの大容量化に適応するために大容景送風機に対し

ては形態の小形化と高い効率を目標として改良努力がつづけられて

いる｡小形化についてほ同一機種による小形化ほすでに限斯こ述し

ているので,同一一仕様に対しターボフアンよりはプレートフアン,

さらに多翼フ7ンが順次小形になることから機種をかえ′J､形化す

ることが考えられる｡そこでこれらをいずれもターボフアンと同程

度の効率にすることに研究の焦点が向けられた｡羽根車ならびにケ

ーシングについての流体力学的観点からの改良に実験機による各重

要部の風向風速の測定などから得られた資料を加え,さらに検討故

良を重ねるという不断 カ呆成の究研の

図に示す東北電力株式会社仙台火力

品に表われ,たとえば弟15

1,000kW‡20プレー

トフアンにおいてほ舞1る図に示すとおりその効率ほ77%,また東京

電力株式会社品川火力発 所向750kW‡14多翼フアンにおいても

効率77%と,従来これらの機種では考えられなかったような,いず

れもターボフアンに匹敵する掛､効率が得られた｡形態を小形にし,

しかも高い効率をうるというねらいが着々と実現されつつある′二

一方,ターボフアンについてもひきつづいで性能向上のための基

礎的研究がつづけられており,その成果として生れた翼形のハネを

もった｢異形フアン(AerofoilCentrifugalFan)｣は現在までに71

台延べ電動機‖力13,340kWに達する納入実績をホし,各方面で非

常に好評を博している｡効率は87%と非常に高く,低騒音という特
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第14図 新形可変ピッチ･ プロペラ･フアン

第15同 素北電力株式会社仙台発電所納

日立‡20両吸込形プレートフアン
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第161瑠 東北電力株式会常雄は再刀子己電所納

日立‡20t･hi吸込形プレートフアン特性曲線

長もあわせもっているノ なかでも大辻炭砿株式会社納♯18翼形フ7

ソほ高効 ,低騒音という二大特長をもち,従来の軸流送風機の分
野に進出した画期的製品といえよう｡
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標準化仕込牛耗によって短納期と低価格で好評を博している日立

(ケースをはずしたところ)

第17図 4VP-C形池回転真

空ポンプ

化学コニ

第18図 4VP-C形仙r_叶転真

空ポンプ

12,3 最近の真空ポンプのすう勢について

方面および真空輸送装~｢戸■主などに多くr帆､られるアミ壁ボン

プには往復動形,回転形,ルーツ形,液封形などがあるが,いずれ

も漸次大形化されており,かつ技術的にも改良が加えられている｡

大形往復動形真空ポンプピストンには高鉛青銅製ピストンシューを

採用するとか,ピストン柄造を全浮動式にするなど,特に安定性を

確保するよう考慮している｡

また従来とかく問題となっていた排気騒音についても,消音法の

進歩によって問題は解決し,最近ほ~古し､納入機に対してもす門青施設

を設けるようになった｡

昭和34年度中のおもな製品としてほ,日本製粉株式会社納吸麦装

置用10OkW HSD-WRV2 形往復動真空ポンプがある｡回転形と

してほセントラル硝子株式会社ならびに旭硝子株式会社納55kW

RSA-RHV形ルーツ式真空ポンプがある｡これらほガラス原料の

ソーダ灰を真空輸 するために使川されるものである｡

化学工業用としてほ,東洋曹 株式会社納の200HP HSD2-WRV

形真空ポンプがあるが,本機は容量140m3ノmin復列単段復動形で

ある｡

また比較的小形の油回転真空ポンプにおいては,一般理化学機器

の性能向上とともに,性能,デザイン両面にわたって理化学機器にマ

ッチしたポンプの出現が要望され,主としてこれらを使用対象とし

た4VP【C形が新製された｡

12.3.14VP-C形油回転真空ポンプ

油回転兵空ポンプほ種々の共空広川作業,真空応用機器用として

広く使用されているが,理化学機船用,研便室川として使用される

場合には特に静粛,清潔なことが要求される｡本機はこの要望を満

足するもので従来のこの椀のものに比し特に音響,油もれ,振動の

点に留意しで設計されたもので排 度 ま100りmin,到達真空度

は0.002mm/Hg,モートルほ200Wで,容量的にも適当なもので

ある｡

ポンプ,モートルは策け図のようにわくにバネつりされており,

弟18図に示すように全体がケース内に収納されているので外観も

非常に優美で理化学機船と良くマッチしている｡

また立形となっているため床面積も小さく,かつ吸込口は自由に

方向を変じうるなど使用も非常に便利である｡

12.4 ポ

景気回復の本格化とともに設備段

ン

ほいよいよ活発となり,ボン

プの需要も順調に延びている｡しかしなが 多の要需な的.じ＼-
]
ノ公

いポンプのことであるから,基質ともに飛躍的というような変化ほ

認められない｡以下34年度に完成した日立ポンプについて主要な傾

向と記録的 品を拾ってみよう｡

汎mポンプほ,34年鹿にさらに高 タービンポンプおよび増圧用ボ

リュートポンプなどの新機穐を加え,また′J､形斜流ポンプおよび水

中モートルポソプの適用範囲を拡大するなどますます内容を充実す

るとともに,増産忙虻l申をかけている｡

低揚程ポンプとしてほ33年度より製作中であった印旛沼干拓用の

2,800mnっ立軸可動翼灘流ポンプ2台が現地すえ付を完了した｡ま

た新たに完成Lた新潟県自椴郷納1,800mm横軸斜流ポンプほ斜流

ポンプとして大口径の記録品である｡かくして35年度に期待される

八郎潟干拓用大形ポンプの受注態勢はまったく完成した｡

ポリュートポンプは農地用の低揚租のものは斜流ポンプに置きか

えられ,水道用あるいは工場用水(主として冷却水)用などほ高揚

程のものが多くなった｡これらのポンプでほ吸込部の形状を改良し

て騒音の防止と効率仙緑の丸み率を向上させることに成功した｡日

光興産納1,450PSターピソ駆動両吸込ポリュートポンプ2台ほその

代表的なもので駆動動力においてのわが国記録品である｡

高揚程ポンプの花形であるボイラ給水ポンプはますます高圧大容

量化し,34年度には2極電動機膚結形としてほ極限に近い11段

1,600kWのバーレル形タービンポンプ3台を東京 力品川発電所

125MWプラント向に納入した,これより大容量のプラン1､用とし

ては増 船中付の高 給水ポンプが必要となるので,33年度に完成

した200kg/cm2,8,650rpm,1,800kWの試作機によって種々の試

験を続行中である｡

日立製作所の独壇上である大形鉱り._1排水ポンプとしてほ,ここ数

年来常磐炭鉱株式会社に納入した揚程570m,1,650kWの大形ター

ビンポンプがきわめて好成績を収めているので,今回揚程680m,

1,650kW 2台を納入し,さらに2台を追加製作中である｡

固形物含有液川ポンプとしてのブレードレスポンプもますます好

評を博して多数 作された｡特に東京都清掃局品川海岸の投乗船へ

の汚物積込用に納入された160mm立軸斜流ブレードレスポンプ8

台ほ代表的なものである｡引続き大崎海岸向にもl

いる｡

が数司 てれさ作

水力輸送装置として数年来開発に努力してきたハイドロホイスト

ほ,33年度工場完成した野上鉱業株式会社神林鉱業所向のプラント

鞄現カ 運転を終って近く矢川運転に入ろうとしている｡

34年度ほさらにボイラの灰処理装置の国産化に成功し,相ついで

完成する大容量火力発電所で逐次稼働に入ろうとしている｡

12.4.1軸流ポンプおよび斜流ポンプの発展

この機種でほ大物化の傾向が強く,日立 作所の製品の中にもは

とんど毎年[l本記録を更新するものが含まれている｡34年度におけ

る記録的製品の二,三について次に示す｡

農業用としてほ2,800mm立形可

横形斜流ポンプの2種

巽軸流ポンプおよび1,800mm

の記録品が完成した｡

2,800mm立形可動翼軸流ポソプ2台は農林省東京農地事務局の

注文で印旛沼干拓用として 作されたもので,わが岡最大口径であ

るばかりでなく立形ポンプでありながら揚程の変化に応じて直列お

よび並列に切替えられる珍しいポンプである｡このポンプほ実物の

工場 鹸ができないので性能試験ほモデルポンプで行った｡

1,800mm横形斜流ポンプほ新潟県白根郷土地改良区に納入され

たもので,斜流ポンプとしてはわが 最大口径のものである｡本機

は完全サイホン配管としてすべての弁を省き停止の際には大きな空

気弁から吸気して真空を破壊するようになっており,吸込揚

裕があるので最近開発された高Nsの設計になっている｡また大形

斜流ポンプによる干拓計画としては八郎潟があるがそれを目標にし

た 作研究もすでに一応の成果をおさめた｡

火力発電所用の循環水ポンプとしての立形斜流ポンプも数多く製
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第19図 仁l用締γ｢拓川2800m111､ト形=｣~動翼軸流寸Jプ

作された.っ特筆すべきものとしてほ[川~耶邑力株式ごさ什坂一発電所納

66MW プラント川二重胴形偏澱~水ポンプがあげられる｡このポン

プは吐H配管をはずすことなく回転灘を抜Jllせるのが梢長である

が,ポンプの重量ほ1 (ケーシソ グより2割も重くなり,しかも分

解空間はあまり小さくならない欠点がある｡

ダム建設用に使われる特殊な形の斜流ポンプとしてほ黒部第四発

電所のダムを建設している株式会社間組に納入したL†行500mmの

もの2台がある｡ダム建設に当っては川の上流および下流に仮締切

を作りその中の水を排除して本工事が行ほれるので,高揚程,火水

量の排水ポンプが必要となF),しかも電動機をダムの高さにi罠くた

めポンプは立軸の長大なものが必要となる｡今回納入したものほ長

さ40m以上で,現場の性質上多量の上砂を吸上げることがあるので

その点に対しても特にくjlうされたものである.っ

12.4.2 ポリュートポンプの記録品

ポリュートポンプの川途ほまことに広汎であるが近年ほ水道用が

漸次増加の方向にあるに対し.農業用大形ポンプの宗安ほ頭打ちの

感があり,他方石油精髄工場の冷却水ポンプとしての濡:安が増して

きた｡これらは高揚程,大水量でしかも海水に佐川されるのでポン

プとしての性能のほかに腐食に対する考慮が必要である′ノ.Jl恍湖灘

株式会社徳山製納所に納入した冷却水ポンプ2台ほ[l径800mmの

両吸込ポリュートポンプで1,450PSの蒸気タービンで駆動される｡

これは両吸込ポリュートポンプの駆動動力とい~〔の記鉱打-である′_.

本ポンプでほ特に騒肯の仇_仁と効率の向上にはを加え羽根虻人=に

おける流 分布を均一一一ならt_めるような吸込形状を採川した｡.~【二場
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第21図 出光興産株式会社紙山梨池所納両吸込ポリュートポンプ

ち′‡2りlズIl′槻郷Ⅰ∴地改良｢ズニ糾l,800mm斜流ポンプ

性能試験はこjLを4分の1に桁めた模型ポンプによって行ったが,

低い比較州輔_隻にもかかわらず効率が高く,しかも効率曲線がきわ

めて平たんであった｡.また実物現地試験とも好成就をあげた｡

12.ん3 大容量坑内排水ポンプ

常磐炭砿陳J(会社に,この数年来州ついで納入した1,650kWの大

群_Fバニ坑l与排水ポンプ4台ほ,その後ますます好調に運転をつづけて

いるが,その11~-の1台が運転時間10,000時間を経過したので,分解

調査を行/)たこ.調査の鮎果ほ,きわめて良好で,大牢量坑内排水ポ

ンプに対する構造,材質の選らび万に自信を深めることができた｡

この失 をもとiこして,34年度に完成した1,650kWのポンプ2

翻よ,_上述の既作品と電動機Jlリブは同じだが,全揚程をさらに110m

増加させたものである〔完成Lた本機を第22図にホす(10.2m3/min

〉/680mxl,490rpmxl,650kW)｡このポンプほ既作の4台と同じよ

うに,1段トIに2枚の両吸込羽根車を使用して吸込性能の向上をは

かっている7段の輪切形タービンポンプで,令揚 増加のために,

段数を1段増加Lてあるゝ ニのポンプほ,すでに連続運転中であっ

て,引続きr■トイ上様のポンプを2台追加型作ヰーである｡

12.4.4:ボイラ給水ポンプの発展

高温高托‖=｣立バーレル形ボイラ給水ポンプほ,その高性能と信

頼件によって,さらに着果な歩みを絞けており,香登電所において

好評をえている_ 34年度に完成したおもなものは,

北海道電ノ｣株式会声ヒ滝川発砲夕子(75MW)………3台

東京`おノ｣抹式会社｢軋岬発電J夕子(125MW)･･=3台

本州製紙釧路工場……………………………………3台

などである._ このうち東京電力株式会社に納入した3台は,吐出圧

ノ]16:う.8kg/cm2g,電動機Jrけ]1,600kWで何程機として鼓高級の

水準をホすものである｣策23図ほ完成した本機を示す｡引き続き

製作中で近く完成-㌣壱のものほ,

仰い､り＼鋸株式余杜松廿1:場…………………………2合

!三一二､

≡･～･三._エゴ...二~‥盲iぎ昌二三-▼
第22図 常磐炭砿株式会社納1,650kW タービンポンプ
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(96t/hx163kg/cm2×3,6OOrpmx750kW)

八幡製鉄株式会社ノ酬1二場･ ‥1f手

(120t/hx80kg/cm2×3,600rpmx450kW)

京電力株式会社川崎発電所(こ175MW)…………4台

(218t/hx191kg/cm2×4,600rpmxl,800kW)

などがある｡

最近の傾向ほ,産業用冒家発電=のボイラが高圧犬容_揖こなって

きて,このために使われるポイラ 水ポソプが事業川ボイラの齢水

ポンプと同程度のtr二様となってきたこと,~串業川ボイラは,さらに

高圧の仕様となり,電動機直酢の回転数でほ設計できなくなって,

で増述する必要がでてきたことなどである.二､このため,

高配高圧の依川に最も適したバーレル形タービンポンプの賄_甘をも

つl二Ⅰ立ボイラ給水ポソプは,いっそうの発展が予測されているい

12.4.5 汚物用斜流ブレードレスポンプ大量納入

東京都艮の毎｢1の人体排せつ物ほばく人な岸:となり,･･部は消化

槽設備で処f11!され,また･-イ紬よ差隻村に還元されるが,やむをえザ海

洋段粟によって処理しているものもある-‥.瓶上のしけのたガ)に投棄

船の沖合への運航イ絹旨が続くと,集荷もとどこおりがちとなって郡

民への迷惑が多かった｡今回これを解決するために人容量の大形投

入槽としその不便を取除くことになった｡

この投入槽の汚物を岸壁に隣づけした投棄船へ移しかえるには在

ほ自然流下式でおこなっていたが,大形となって槽広が深くなっ

たためすっかり移しかえるには克形ポンプでくみあげる必要が生

じ,このけ物取扱いポンプは非常に重要な役剖を魚うことになった｡

荷される汚物ほ直接に投入槽に入るの 種な多祁 の異物

が混在しており,これをつまることなく連続して移送運転を能率よ

く行えるポンプでないと,人手を労すること少なく,シ/ノ物に触れる

こともなく,しかも簡単じん につみこみを行うことができない.-.,

口立斜流ブレードレスポンプi･ま,このむずかLし､条件を完合に満

足するもので,このポンプによってi7i物処押rト業を渋事.■;fすることな

く続けることができる(〕東京都暗掃月㈲=眉24図)160mIn二､畑【l

斜流ブレードレスポンプ8台(ポンプつり下げ長さ7.5m,3m3/min

XlOmx715rpmxllkW)は,すでに品川侮岸に設一門の処理場にお

いて好抑こその大役を果しており,さらに大崎海岸に新設の処理場

用として同一ポンプが同数これに引続き納入される予定である｡

12･4･る ポンプ用集中制御装置

上下水道および排水川などのポンプほ合理自勺な運転と,保守の簡

易化をはかるために日動錮爛1される傾い射こある､〕

策25図は農林省印旛沼,手姿■摘汗拓建設~r抒務帆印旛沼排水機場

納の直並列切換運転式ポンプ制御川土配電盤である｡2,800¢立形

軸流ポンプ6台(535kW同期電動機駆動2fT,565kW誘導電動機

駆動47r手)を二段模作式順序制御岩削こより,ポンプ2台ずつを1組

として,確実な-一人制御を行っている｡これは洪水時に沼の水を利

舶川本流に排水して,水告をl彷｣とするとともに,干拓を目的として

おり,沼仙 川例の水位差を常時監視し,Jli水状況に応じて,各組

のポンプを単独,並列,あるいは直列の最も過Lた運転力式甚1桐

の順序制御部で選択卯負えられる､｡さらに楳作盤_†二のJミてく光式根擬系

統により機雷の運転状況は一目で監睨できるようになっている｡

また弟2d図は横浜市 設后㍉ 下水川排水ポンプ場納の下水処理

装置の全自動制御および各櫨ポンプの一人子l欄肘J縮小形

で,昭和34年4月完成納入された.っ

1,2号35叩汚水川(20kW),3号600¢雨水

中制御盤

(55kW),

4~り▲80(対雨水川(90kW)および5,6一片1,100¢雨水川(170kW)

の各位ポンプを総括制御するもので,l,2号汚水ポンプほ到詔水道

に応じて自動 転するが,沈砂池を経た■卜水の除じん装置とともに

起動,停止される｡
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第2こ】図 班京電力抹式会什品川発電所納ボイラ給水ポンプ

第24図 東京都清掃J..摘勺160mm立軸斜流ブレードレスポソプ

第25図 農林省∩川鮎汗‖非水機場納2,800mm 立形軸流

ポンプ6台制御川土配ノ■に盤

すなわち吸水ピットの水位が上井すればフロートスイッチによ

り,バケットコンベア,ベルトコンベア,自動かきあげ機の順に員
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第26図 下水処理装置制御用集中制御盤

動起動し,しかるのち汚水用ポンプが自動起動する｡水位低下時ほ

この道の順序で停止する｡また降 などによる増水時には水位計を

監視しながら3号～6号のポンプを随時運転して鶴見川へ放水す

る｡

12.4.7 ハイドロホイストの運転開始

野上鉱業株式会社神林鉱業所に納入したハイドロホイストほ,地

下450mで採掘された原炭およびボタを地上80mの山を越して水

選場まで全長1,100mにわたって毎時105tonの割合で水力輸送す

るもので,わが国で工業化した最初のハイドロホイストであるばか

りでなく,その最高揚程530mほこれまでの 外国の200～300m

という実績をほるかにこえる記録品として注目をあびているもので

ある｡

本装置についてほ野上鉱業株式会社の協力を得て34年初頭より試

運転を開始した結果,優秀な成績をあげることができた｡現在はま

だ試験的段階ではあるが舞27図にみるように計画

原炭の時,容積濃度30%)近くの高

虔(比重約2の

度で輸送できることが確か

められた｡特にボタ輸送をほじめてから現在まで83kg/cm2という

高圧のもとで安定した性能を発揮していることは,使用者側に大き

な信板感を与えている｡このハイドロホイストは坑内わき水の排水

第28図 野上鉱業神林鉱業所納

ハイドロホイスト

三人

離8 第42巻 第1号

高濃度のポタな排出している輸送管

第271¥l野上鉱業神林鉱業所納ハイドロホイスト

と原炭およびボタの輸送とを兼ねるもので,坑内 搬設備の改善,

炭砿若返り法として江口されている新しい輸送方濱であり,ここに

その第一歩が踏み出されたものである｡

12.4.8 灰処葦聖装置

数年前までの火力発電所用灰処理方式ほ清流し方

方

(Sluice Way

)がほとんどであったが,輸入新税火力プラントによってUCC

方式の灰処理装置が紹介され,その運転および保守の面における阜

越した優秀性がひろく認められた結果,歳近の大容量新鋭火力発

設備にほUCC式灰処即 置が非常をこ多く採用されるようになった｡

すなわち昭和32年以降に運転開姉した新鋭火力発 所のうち,UCC

式灰処理装置を設けたものは,全数の75%にも達している｡

これまでUCC式灰処理装置ほ,ほとんどアメリカ United

Conveyor Corporationから輸入されていた現状であったが,日立

製作所においても空気輸送装置および水力輸

生かして 産化への道を歩み始め,すでに東京

雲責置の技術と経験を

力株式会社鶴見第

2発電所第5号能(75MW)にこの方式の一部を採用し稼動中であ

るが,今国さらに東京 力株式会社千葉発電所3母権,4号経(い

ずれも175MW)用として装置一式の完成をみた｡

東京電力株式会社でほ当初ボイラから出る灰を全部パイプライン

第29図 東京電力千葉大力発電所

3,4号権納脱水槽外観

86

第30図 東京電力千葉火力発電所

3,4号綻納フライアッシュビン外観
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により埋立地に直接捨てる計画で,灰処理托装置をUCCから輸入し

たが,その後埋立予定地の変更,海水汚慄慨止などの問題により埋

立方式を変更する必要を生じ,当初の計画を変更しクリン別･ま脱水

槽に,フライアッシュほフライアッシュビンiこそれぞれため,トラ

ック搬糾する 択一一式を追加する必要を生じ,この追加設備一式を

作所に製作を命じたものである｡t場試験および現地試験の

結果ほきわめて良好で,特にフライアッシュ系統の吸引真空源をな

すハイドロエギゾースタはすぐj~Lた牲能を発刊した｡

現在日立製作所としては,引続き東京電力株式会社千葉発電所1,

2号推(いずれも125MW=~1-Jとして1=用‡な設術を製作中であり,

そのほかにも東北電力株式会村山台発電所2別机175MW) 京電

力株式会社品川発電所2馴た(125MW川-J灰処Ⅲ装旨門-･式を製作中

である｡

12.4.9 汎用ポンプの新棟種

短納期,低価格で需要家の好評を得ているl]立汎用ポンプi･こ新た

に次の各機種が追加された｡

(1)汎用SP形斜流ポンプ

比較的低揚程の農地用ポンプとして｢~†往200nlrnから300mm

の汎川斜流ポンプを本誌第41巻第1号で紹介折であるが,グラ

ンド/ミッキソとしてオイルシールを川い,水中軸受なしで2個の

玉軸受を使川している点,柄追収扱いがともに簡単であるので各

地で好評を博している｡今回胤一肌雛11拡張の要望にこたえ,新た

に口径160mmおよび400mlllを 加した｡また構造的にも検討

を加え,ポンプの吸込仁†を左右凍､ド,~卜血圧の3力仙こ任意に調

整できるようにLたので娃鼠 サンプピットに闇係せず任意の位

捌こすえ付けることが可能となった(リ三川新案⊥l_悌浄トリ.--ノ

(2)汎用GM形高速タービンポンプ

従 の低速回転(4極モート/しi根占)のGM,GMCポンプよ

りも高揚程で高 ln~惟(2極モートル直二私事りの多段タービンボン

プを標準化した｡,本磯掩ほ下l坪仲胱に設訳されているから,高層

建築設ウ乱 一般工業川のほかに小形のポイラ 水川にも油川でき

る｡ポンプr-1往ほ40mmから110mmで給水温度950Cまで使

可能である｡

(3)汎川増圧用ポリュートポンプ

ビルディソグの暖冷房設掛口温水循環ポンプとして柑こ耐熱,

耐圧を考慮してメ子命の良い経済的なポンプを標準化した｡本ポン

プは従来の汎用0V,汎川DVポンプの仕様敬囲を対象として水

温800C,押込圧力6kg/cm2まで使用可能である｡

(4)水中モートルポソプ

従来の井戸内径200m皿以上対象のポンプのほかに新たに井戸

内径150mm用水中モートルポソプを完成させた｡本水中モー

トルポソプは従 の200mm以上用と同様の構造で耐久性が大き

く,好評をもって迎えられている｡

12.4｣0 自吸式モートルポンプ

目吸式モートルポンプほ小形堅牢で効率′姑高く,自吸が確実で

寿命が長いことなど多くの特長をそなえているので,斯界の好評

を博していたが,需要の急榔こ対処して,40mmから80mmを

標準化した｡本機は汚水を扱う用途iこも使用できるよう羽根申を

開放形とし,出口幅を特にひろくして異物の閉そくのないように

考慮してある｡またケーシングの摩耗部分はライナを設けて交換

が容易にできるようにしてある.〕本機を台申にのせて可搬式とし

たものほ各持てソホー′しの排水,水道土木1川棚場のように適宜

移動して排水を行うのにき十戒て好雄合で,R紺甘i民夫い二項楳式会

社へ多数納入された｡
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第31図 汎用 SP形斜流 ボ ン

節32図 巨=吸式モートルポソプSOV-MH40mm

12.5 流体継手とトルクコンバータ

緩衝を目的とした一定充てん形流体継手(TH形)ほ,相当の普

及度を示しているが,調速を目的とした可変充て

形)に対する一般の認識ほまだかなり浅い｡変 機構には歯車,鎖,

ベルトを使う純機械的なものや,純電気的なものなど多種多様の方

法があるが,馬力に制限されず,簡準かつ安価なものといえば,ま

ず可変充てん形流体継手をおいてほかにないであろう｡この意味に

おし､て,その今後の普及発展が期待される｡

トルクコソノミータほわが国でほ戦後急激に伸びた製品であり,ま

体流 ど一般化されていないが,たゆみのない研究と性能向

上により,ますます複雑化する産 機械の保護と,作

欠くことのできないものになりつつある｡掛こ

関係においてしかりである｡

の円滑化に

設機械および車両

12.5.1流 体 継 手

化学工場用高圧ガスコンプレッサの風量調整匿はいろいろの問題

がある｡すなわちバルブ制御でほ概して動力椚費が不経済のうえ,

高圧バルブ自体がむずかしく,漏気やバルブの損耗はさけられない｡

これに対してl司転数制御による調整力法はより合理的な方式ではあ

るが,ただ誘導電動機や電磁継手を利用する電気式 速では耐爆性

が難点で,高価なものになる｡したがって流体継手による方法が安

全かつ妥当なものといえよう｡事実化学工場向流体継手の需要は非

常に多い｡昭和電工株式会社納1,000rpm120kW SH67-{H流体

手2台ほアソモニア圧送用プランジャポンプの調速用に使用され

るもので,回転力一定のまま50%速度まで 速するというかなりか

こくなものである｡このため工場試験時には,大形プロニープレー

キにより回転力一定の制動をかけ,40%速度まで安定 転できるこ

とを確認した｡なお操作はすべて電動遠方操作方式で,誤動作防止
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第33岡 昭和壱二L用こ式会社納1,000rpm120kW

SH67-CH流体継子

第34図 旭硝子株式会社納750rpm225kW

SH90-CH流体継手

川インターロックはもちろん,盤上で回転数,すくい符位一踪を監視

できるようになっており,安全かつ確実な操作が行える｡

化学反応射IJガス循掛ドンプは㈹じ圧縮機ながら,その負荷柑′L

ほ上例とはいささか趣きを矧こするりすなわちこの場合抵胡となる

のは反応塔内を循環させるためのパイプ祇扶だけであるから,凪E.!:

が減れば消費動力はその三乗に比例して減少する｡かかる負荷特性

は流体継手にとってほ好ましいもので,30%速度以下まで調速でき

る｡旭硝子株式会社納750rpm225kWガス循環ポンプ用SH90一

CH流体継手2台は本例に し,30潔速度まで調速を行う｡なお操

作は電動遠方操作になっている｡

可変充てん形流体継手ほアメリカでほ10,000kW以上のものも使

用されているが,ある程度大侶ルニなると,前述のSH形でほ機柄

上無理になる｡すなわちSH形ほ羽眼中の外伸こ原動側とともに恒l

る大形の回転ドラムを備えて阿転油層を作り,その油の流動エネル

ギーを利用してすくい管により作動室に自給する方式であるため,

周速が大きくなりがちで,適用範岡にも制限がある｡大鳥九 高

回転用にほ流体継手をタンク兼用繰悌ケースに収め,別ポンプで給

油して回転ドラムを省くのが普通であるでご.日立製作所の九l､l;カトル

クコソバータ

もので,

本機の

る｡

験設備川SHL88-Cll流体継手はこの形式に属する

1,500rpm,1,500kWというわが国最大の記録晶である｡

1･定のもとに40等速度までとなってい

験設備ほ,電動機,流体都庁,4段-し調教師ヰ(よりなる可変

速原動設鳳 吸収動九汁ろ∴ト休とt 上皿捕侶紬乱:hよび一竜/↑㌣汗抑

器を主体とした計測設備よりかノ､なかでも協働偶瀾侶 4(り州)､

500rpmの問無段階に最低75()kW]lと岳1:i()OkW(7)軌J)糾目しう

るという国内にほその例阜一見なトノ､二馴姫の4)ので(与-,るニ

12.5.2 トルクコンバータ

鉄道車両にほトルクコンバータが大いに使用されているが,日本

88

第42巻 第1号

第351叉†亀有_j二場トルクコンバータ試験設備

右より2番=がSt一I188-CH流体継手

第36図1,1OOPSディprピル機関市川 LAZlOR

トルクコンバータ

し台上試験状況を示す.)

においてほ従来ほ比較的小満力のものに限られていた｡これほ大馬

力に適するトルクコンバータがなかったためと,その央現を促進す

i熟していなかったためといえよう｡しかしヨーロッ′甥､如こ

ドイツに･わけるこの方面の発達ほl｣ざましく,すでに1,000PS級ほ

もちろん1,800PS級も実川しているときいている｡Lかも清発な

鉄道軌Il･i了ナ理化の効きほすぐれた性組簡雁な保守,低廉な価格を用

兵とする上記液圧式ディーゼル機関車の発展に才l伸をかけており,

最近ではディーゼル電気機関車の本場であるアメリカにもさかんに

進′†1しているりわが国でもこれに刺激されて,最近その関心が急に

高まりつつあるが,日立製作所においても,いちはやくこの方面の

試作研究に着手し,すでに1,100PS,LAZlORトルクコソノミータ

を完成したJ本機ほ増速 申,低･中･ の3個のトルクコンパ

ータ,2列の常時かみ合減速歯車,正道転切換装置および速度段臼

動切換装置よりなる完全日動流体 速機である｡本機ほ機能上

1)速度段の切換えほコンバータの油の充てん排Ⅲによって行う

から,いわゆる機械的摩耗部分がなく,作動が安全かつ円滑
-●

-

●
､

2)一方のコン/ミ一夕の充てんと他方の排～l与をオーバラップさせ

ることにより,切換時の掛ルーl-】断がない.｡

3)全自動運転であるから,操作取扱いか簡単でかつ常に適正な

運転が可能である｡

4)油の充てん排出で切換えを行うから,切換機構も簡単で信頗

性に富む.ご

5)市適切掛け佐山性判1ミにより行うが,運転中の誤動作防止用

のインターロい′クを描け;完備しているノ

などの多くの特iミを4)･･て七り､今後の活躍が期待される｡




